


このルートは、没入型のサウンドスケープ
として設計されており、自然の音（葉ず
れ、水の流れ）、都市の響き（車の音、レ
ストランの喧噪、祭りの賑わい）、そして
インスタレーションの音響が、鑑賞したも

のの理解を深める導きとなります。
空間は主張するのではなく示唆に富み、知
識を直感的に消化するための「間」を提供
したり、鮮烈な音で驚かせたりします。
素材の触感、リズムの変化、音響的焦点、

静寂領域を通して、この道は人を周囲の世
界との接触へと導き、ルート上の重要な拠
点を結びつけ、それらの意味を自らの存在
で補完していくのです。

「サウンドスケープ」の通りは、都市の文化的ラン
ドマークとして、新たな磁場を形成します。地元住民
と通りの施設で働く人々による持続的なコミュニテ
ィを生み出し、現代アートとその新たな創造・解釈

の手法に関心を持つ人々を惹きつけます。これは単
なる機能的な経路を超え、音響体験を通じたアート
の創造と考察のための実験的プラットフォームとし
て、独立した文化的現象へと昇華するのです。

１：王子動物園 ２：関西学院大学新キャンパス建設予定地 ３：神戸文学館 ４：横尾忠則現代美術館 ５：兵庫県立美術館王子分館 原田の森
ギャラリー ６：灘駅前拱橋 ７：JR 灘駅北駅前広場 ８：JR 灘駅南駅前広場 ９：臨港鉄道跡地 10：BB プラザ美術館 11：兵庫県立美術館 12：シ
スメックス神戸アイスキャンパス 13：HAT 神戸なぎさ公園 
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